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2013年1月、日本国内を旅行したドイツ人女性がデン

グ熱に罹患した事例が報告された1)。デング熱を媒介す

る蚊類は、ネッタイシマカ（Aedes asgypti subspp）、ヒ

トスジシマカ（Aedes albopictus）等であるが、国内に

現在、生息する種はヒトスジシマカのみである２）３）４）。 

2012年から2013年の2年間、以下の3市（甲府市、

笛吹市、中央市）においてライトトラップ捕集器による

捕集調査を実施したところ、笛吹市でオオクロヤブカ

（Armigeres Subalbatus）、トラフカクイカ(Lutzia  

vorax)の２種を、中央市でヒトスジシマカ１種を捕集し

たので報告する。また、オビトラップ法による捕集調査

を実施したところ、中央市においてヒトスジシマカ幼虫

とヤマトヤブカ（Aedes japonicas）幼虫の孵化があった

ので併せて報告する。 

 

調査方法 

 

１ 捕集方法 

(1) ライトトラップ法 

夜間、ライトトラップ捕集器を稼働させ、UVに誘引さ

れた蚊類成虫を小型ファンで下部の捕集網に捕集する。

機器は地上から高さ1.5 m以上2.0 m以下に設置した。

捕集数が2週間連続でゼロになった時点で終了とした。

詳細は、既報５）参照のこと。なお、ドライアイスは使用

していない。 

(2) オビトラップ法 

人工の産卵容器として、500 mlプラスチック製容器に

黒色ビニールを巻き、汲み置き水道水と藁を入れ、雨水

がかからない屋根等の下の地面に置いた。藁は立てた状

態で水面から出る長さにカットした。週1回幼虫の有無

を目視で確認し、幼虫孵化を確認した時点で回収し、試

験室で飼育をした。また、幼虫が目視で確認されないト

ラップも月1回の間隔で新しい容器と交換した。また、

適宜、汲み置き水道水を追加し、蒸散による水位低下を

防止した。 

 

２ 調査場所 

(1) ライトトラップ法 

甲府市(民家)、笛吹市（公共施設）、中央市Ⅰ（公共施

設）、中央市Ⅱ（公共施設）の計4ヶ所。 

(2) オビトラップ法 

ライトトラップ捕集器を設置した敷地内に各1個設置

した。 

 

３ 調査期間 

(1) ライトトラップ法 

2012年5月～11月、2013年5月～11月 

(2) オビトラップ法 

2012年5月～11月、2013年5月～11月 

 

４ 調査日および調査時間 

(1) ライトトラップ法 

週1回、午後5時から翌日の午前10時   

(2) オビトラップ法  

週１回、ライトトラップ法の捕集網交換時、目視で幼

虫の孵化の有無を確認した。 

 

５ 調査場所の環境 

(1) 甲府市 

民家軒下（既報６）の甲府市と同じ）。 

(2) 笛吹市 

前報７）の調査地点から約200 m南西に移動した場所で、
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属 和名/調査場所 甲府市 笛吹市 中央市Ⅰ 中央市Ⅱ

イエカ アカイエカ群 71 56 22 125

コガタアカイエカ 2 0 57 422

ヤブカ ヒトスジシマカ 18 6 1 4

ヤマトヤブカ 4 0 0 0

ハマダラカ シナハマダラカ 1 0 27 259

クロヤブカ オオクロヤブカ 8 1 1 25

カクイカ トラフカクイカ 0 1 0 10

104 64 108 845

4属6種 4属4種 4属5種 5属6種

4属6種 4属3種 4属5種 4属5種

下線：感染症を媒介する可能性がある種

感染症を媒介する可能性がある種

合計（捕集数）

生息種

複数のカラスの飛来が度々観察される。馬、鶏の出入り

がある。 

(3) 中央市Ⅰ 

2010年から調査をしている施設（前報７）の中央市に同

じ）。詳細は前報７）を参照のこと。 

(4) 中央市Ⅱ 

 中央市Ⅰから西に約200 m移動した場所で鶏舎と豚舎

がある。敷地内には高木や植え込みなど様々な緑地が広

がっている。野鳥の飛来があり、敷地の横には河川が流

れる。 

 

６ 同定方法 

クロロホルムにて殺虫後、実体顕微鏡にて同定を実施

した８）９）。 

結果･考察 

 

1 ライトトラップ法 

(1) 捕集種、捕集数 

調査結果を2年間分の合計として表1に示した。最も

多くの種を把握できたのは甲府市、中央市Ⅱの6種、次

いで中央市Ⅰの5種、笛吹市4種だった。 

捕集数は、中央市Ⅱでの845頭が最も多く、最も少な

かったのは笛吹市の64頭だった。 

感染症を媒介する可能性がある蚊類成虫は、前報７）と

同様の4属6種（アカイエカ群(Culex  pipiens）、コガ

タアカイエカ(Culex tritaeniorhynchus summorosus)、

ヒトスジシマカ、ヤマトヤブカ、オオクロヤブカ、シナ

ハマダラカ(Anopheles hyrcanus））で、甲府市と中央市

Ⅰにおいて捕集された種は全てが感染症を媒介する可能

性がある種だった。 

全調査場所で生息が確認された種は、アカイエカ群、

ヒトスジシマカ、オオクロヤブカの3属3種で、アカイ

エカ群、コガタアカイエカの1属2種だった既報７）と異

なった。 

捕集数が最多となった中央市Ⅱは、常に吸血源となる

動物（鶏、豚）が飼育された環境で、蚊類にとっては好

ましい状況であったことがうかがえた。 

(2) 捕集種の割合 

2年間の捕集種の割合を図1に示した。甲府市、調査

場所を移動した笛吹市は、アカイエカ群が優先種の都市

型を示した。 

中央市Ⅱの捕集種の割合は、捕集数が多い順に、コガ

タアカイエカ＞シナハマダラカ＞アカイエカ群となり、

前報７）の中央市と同様に水田地帯型を示した。 

斉藤ら（1968）10)は県内4ヶ所でライトトラップによ

る捕集調査を実施し、捕集成績を報告している。下部町

の捕集割合は捕集数が多い順に、コガタアカイエカ＞シ

ナハマダラカ＞アカイエカ群を示し、今回の中央市Ⅰ、

Ⅱと酷似した。中央市と下部町の共通点は水田が広がり

民家が少ない環境であることであった。 

渡辺は11)富山県内の水田に面した畜舎でライトトラッ

プによる蚊類の捕集を実施し、コガタアカイエカとシナ

ハマダラカが優位な捕集成績を報告している。 

以上のことからも、中央Ⅱの捕集成績は、畜舎がある

水田地帯の民家が少ない中央市郊外の特性を示すものと

考えられた。 

(3) 新たに生息が確認された種と地域 

新たに、オオクロヤブカとトラフカクイカの2属2種

が笛吹市で、ヒトスジシマカは中央市で生息が確認され

た。 

これにより、ヒトスジシマカの生息が確認された市町

は、甲府市、韮崎市、南アルプス市、笛吹市、中央市お

よび富士川町（旧鰍沢町）の計6市町となった5)6)7)12)13)14)。 

オオクロヤブカの生息が確認された市町は、甲府市、

韮崎市、笛吹市および富士川町（旧鰍沢町）となった。 

 

表1 ライトトラップ捕集成績（2012～2013） 
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図1 捕集種の割合 

 

図2 感染症を媒介する可能性がある種の捕集数の推移 

 

 (4) 感染症を媒介する可能性がある種の発生消長 

計11種2）3）があげられているウエストナイル熱ウイル

スをはじめとする様々な感染症を媒介する可能性がある

蚊類（アカイエカ群、コガタアカイエカ、ヒトスジシマ

カ、ヤマトヤブカ、オオクロヤブカ、シナハマダラカ）

の2年間の捕集数の推移を図2に示した。調査場所によ

り捕集される期間は多少異なるものの、蚊類の生息時期

は5月から11月であった。各種の生息時期は、アカイエ

カ群は5月～11月、ヒトスジシマカとオオクロヤブカは

5月～10月、コガタアカイエカとシナハマダラカは6月

～10月、ヤマトヤブカは6月、10月であった。 

２ オビトラップ法 

捕集成績を表2に示した。全ての調査場所で孵化が確

認されたのはヒトスジシマカであった。2012年6月、ヤ

マトヤブカ幼虫の孵化が中央市で確認されたことから、

中央市に生息する蚊類にヤマトヤブカが追加された。 

蚊類幼虫の孵化が確認された時期は、6月から10月初

旬までであった。産卵時期は、蚊類のライフサイクル 3）

から、ヒトスジシマカは6月初旬から9月、ヤマトヤブ

カは6月と推定された。 

中央市のライトトラップ法では捕集されなかったヤマ

トヤブカの生息をオビトラップ法にて確認ができたこと

から、今後も2法を用いて蚊類の生息調査を引き続き実

施し、基礎データを蓄積していく予定である。 

 

まとめ 

 

1) 2年間の捕集調査で5属7種の蚊類の生息が確認され

た。キンパラナガハシカ1属1種の捕集数がなかった

ことが、前回の2年間の捕集成績と異なった。 

2) 感染症を媒介する可能性がある蚊類成虫は、前報７）

と同様の4属6種（アカイエカ群、コガタアカイエカ、

ヒトスジシマカ、ヤマトヤブカ、オオクロヤブカ、シ

ナハマダラカ）の生息が確認された。 

3) 感染症を媒介する可能性がある蚊類成虫が生息した

時期は、5月から11月だった。 

4) アカイエカ群、ヒトスジシマカ、オオクロヤブカが全

調査場所で捕集された。 
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表2 オビトラップ捕集成績（2012～2013） 

 
 

5) 新たに生息が確認された種は、笛吹市のオオクロヤ
ブカおよびトラフカクイカ、中央市のヒトスジシマ

カとヤマトヤブカであった。 
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トラップ名称 甲府市 中央市Ⅰ

調査年 2012 2012 2013 2012

設置月日 6月1日 5月11日 5月14日 5月11日

回収月日 8月1日 6月27日 6月27日 6月13日

孵化成虫種名 ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

設置月日 6月27日 6月27日

回収月日 7月12日 7月24日

孵化成虫種名 ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

設置月日 7月12日 8月31日

回収月日 8月9日 10月31日

孵化成虫種名 ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

トラップ名称

調査年

設置月日 5月11日 8月2日 5月15日 7月16日

回収月日 6月27日 8月9日 6月13日 8月22日

孵化成虫種名
ヒトスジシマ

ヤマトヤブカ
ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

設置月日 6月27日 8月23日 6月13日

回収月日 7月19日 10月4日 6月27日

孵化成虫種名 ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

設置月日 7月19日 6月27日

回収月日 8月2日 7月16日

孵化成虫種名 ヒトスジシマカ ヒトスジシマカ

笛吹市

中央市Ⅱ

2012 2013


